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第 1 章 感謝研究の動向と課題 
 










しかし，1998 年にサンフランシスコで開催されたアメリカ心理学会第 106 回年次大会
において Seligman が提唱したポジティブ心理学の隆盛と，Gratitude Questionnaire−6
（McCullough, Emmons, & Tsang, 2002；以下，GQ−6 と略記）や Gratitude Resentment 




として位置づけられることが多く（Peterson & Seligman, 2004），他者から援助を受けた
場面以外にも“至高経験”（Maslow, 1962 上田訳 1979）や，危機的状況や逆境からの立











点から論じた Smith（1759 水田訳 1973）をはじめとして，哲学や倫理学，宗教学的観点
も含めレビューを行った McCullough, Kilpatrick, Emmons, & Larson（2001）や Emmons 
& McCullough（2004）の研究は，現在の感謝研究の礎となっている。さらに，感謝に関
する基礎的研究から応用的研究を幅広くレビューし，今後の感謝研究の展望や感謝が
well-beingにおよぼす効果や影響のメカニズムを論じたWood, Froh, & Geraghty（2010）
や Watkins（2013）の研究をみると，感謝の体験と表出による心身の健康や適応へのポジ
ティブかつ多様な効果が一貫して支持されている。なかでも，感謝の意識化を目的とする




野，2013；Froh, Sefick, & Emmons, 2008）が行われている。現在は，これらの感謝研究
の知見を活かし，日常生活で感謝を意識化あるいは表出するなどの具体的な実践方法やプ
ログラム（i.e., Emmons, 2007, 2013；Shelton, 2011）も提唱されており，欧米における
感謝研究は基礎的知見の蓄積段階から応用的段階へと展開している。 
また，主に成人期を対象に行われてきた感謝研究を基盤としつつ，児童期から青年期の
感謝に焦点を当てた研究が Jeffrey J. FrohとGiacomo Bonoを中心に蓄積され始めている








は異なる日本人の行動特徴を記述した文化人類学者の Benedict（1946 長谷川訳 1951）


























であるという認識（Kan, Karasawa, & Kitayama, 2009）があると考えられ，日本人の感













2011年 9月 15—17日に開催された日本心理学会第 75回大会では「感謝するとうまくいく？
——感謝の効果に関する心理学的アプローチ」（企画者：蔵永 瞳，司会者：一言英文，話


















た Bartlett & DeSteno（2006）による実験研究では，機械のトラブルが発生した際に他者
が修理してくれたというシナリオを用いており，他の研究でも他者から直接的な支援を受





に他者が犠牲を払ってくれたとき」（Sheldon & Lyubomirsky, 2006），「卒業式で出席して
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座っているとき」（Lambert, Graham, & Fincham, 2009）はいずれも対人関係において体
験される感謝の場面ではあるが，直接的な支援を受けた場面とは異なると考えられる。  
感謝が生起する状況や場面の多様性を包括的に理解する上で，GRAT（Watkins et al., 
2003）と Appreciation Scale（Adler & Fagley, 2005）の 2 つの感謝尺度に含まれる下位
因子と，Watkins（2013）による“感謝の認識”に関する考察が有益と思われる。GRAT
と Appreciation Scale はいずれも感謝を測定する多因子構造の尺度であり，GRAT は自然
や季節の移ろいへの感謝を表す“自然への感謝”，対人関係における感謝を表す“他者への
感謝”，自分は報われていない，恵まれていないといった“ルサンチマン・憤慨”の抱きに

























（2）感謝と個人内要因や well-being および精神的健康との関連 
 欧米では主に成人期を対象に，感謝と個人内要因や well-being をはじめとする心身の健
康および適応状態の指標との関連を検証した研究が蓄積されている。感謝と Big five との
関連については関連の強さに多少の違いはあるが（Watkins, 2013；Wood et al., 2010），
他者との関係構築に積極的でポジティブな傾向を表す開放性や外向性，協調性と正の，逆
に怒りや敵意，抑うつ感情を抱きやすいとされる神経症傾向と負の関連を示すことを報告
した研究が多い（i.e., McCullough et al., 2002；McCullough, Tsang, & Emmons, 2004）。
また，感謝の感情体験が自尊感情の高まり（McCullough et al., 2002）や適応的なストレ
ス・コーピングの促進（i.e., Watkins et al., 2003；Wood, Joseph, & Linley, 2007；Wood, 
Joseph, & Maltby, 2009），睡眠の質量ともの良好さやストレス反応の低減（Wood, Joseph, 
Lloyd, & Atkins, 2009）に寄与するといった，心身の健康へのポジティブな効果や影響な
どが一貫して報告されている。 







人関係の維持に関与している知見（McCullough et al., 2001；Nowak & Roch, 2007）も
報告されている。しかし，感謝の抱きやすさが心身の健康や適応の身体的・心理的・社会
的側面にポジティブな影響をおよぼすメカニズムの詳細については，未だ十分解明されて
いない課題も多く（Wood et al., 2010），今後さまざまな視点からの研究が必要である。 
 そのなかで，Wood, Joseph, & Maltby（2009）は，感謝と Ryff（1989）が提唱した“パ
ーソナリティの成長”“人生における目的”“自律性”“環境制御力”“自己受容”“積極的な

































































 以上のように，欧米では感謝を抱きやすい人の特徴や，感謝と well-being や心身ともの
健康との関連を検証した知見が蓄積され，現在では感謝がもつポジティブな効果や影響の
メカニズムの解明とその理論化に向けた実証研究が行われている。また，感謝と心理的







れる。被験者をランダムに 3 つの実験群に分け，“感謝群”には 1 週間を振り返って自分





能性を示唆している。感謝を抱いた事柄あるいは出来事を記録するという Emmons & 
McCullough（2003）が考案した“恵みを数える方法”は“感謝リスト（gratitude list）”
とも呼ばれ，感謝が well-being におよぼす効果の検証を試みた追試研究でも用いられてい
る（Wood et al., 2010）。しかし，そのなかで小学生高学年 221 名（mean＝12.17，SD＝.67）
を対象に初めて無作為化比較デザインを用いた Froh, Sefick, & Emmons（2008）では，
Emmons & McCullough（2003）とは異なる結果を得ている。Froh et al.は，児童を毎日
嬉しかったことや，ありがたいと思ったことを毎日 5 つ記載する“感謝群”，厄介な出来
事や苛立ちを体験したことを毎日 5 つ記載する“苛立ち群”，質問紙への回答以外は何も












 Seligman, Steen, Park, & Peterson.（2005）は，感謝を抱いたり，感謝した出来事を
想起するだけなく感謝を相手に伝えることの効果を検証している。日常生活で感謝を抱き
ながらもそれを伝えずにいる他者に手紙を書き，その手紙を持参して訪問する“感謝の訪
問（gratitude visit）”を用いた結果，課題を行った群の well-being が課題を行わなかった
群よりも高まり，逆に抑うつ傾向が低下し，そのポジティブな効果が 3 ヵ月後でも継続し
ていた。他にも相手に感謝を伝える返礼行為が well-being の高まりや対人関係の円滑化に









記）”（Seligman, Rashid, & Parks, 2006）は，計 14 のセッションと各セッションに対応
したホームワークから構成されている。PPT には感謝の体験について話し合うセッション














































感謝に関する研究が展開しており，それらの研究成果は PPT や Emmons（2013）による
感謝の実践プログラムなどに反映されている。しかし，成人期で well-being を高めるのに






et al.（2008）や Froh & Bono（2014）のように，成人期以降の適応状態や精神的健康に
影響をおよぼす児童期から青年期の感謝に焦点化した感謝研究を展開する上でも，青年期
以前の感謝の測定に適した尺度の開発が必要である（Froh et al., 2007）。 
 
2 日本における感謝研究 











































































寄与するとされる Emmons & McCullough（2003）の“恵みを数える方法”を日本人大学
生に適用し，その効果検証を行った。大学生 122 名をランダムに 3 群（感謝条件群，煩雑




















題が終了した 2 週間後のフォローアップ時の回答に加え，実験期間中も PANAS（16 項目）
や体調評価尺度（14 項目），他者からのサポートに対する反応尺度（8 項目）など計 7 つ


























するための 2 因子 8 項目の尺度（Table 1—2）を開発している。“認知的側面”と“行動的



















 1. 食事が食べられることに関して、命をくれた食材に感謝している  1. ふだんの生活の中で、まわりの人に感謝することがたくさんあります
 2. 毎日の食事が食べられるのは、食材を選んだりする人たちのおかげである  2. 他の人に感謝することを書きだしたら、たくさん書けます
 3. 食事が食べられることについて、食材を作ってくれる人たちに感謝している  3. いろいろな人に感謝しています
 4. 食事は様々な人の努力や工夫の上で存在している  4. 私は、感謝したい相手をたくさん思いうかべることができます
 5. 毎日の食事が食べられるのは、調理してくれた人に感謝している  5. 私は、まわりの人にいつも感謝しています
 6. 食事はいつも残さず食べる  6. 私には、感謝の気もちをつたえたい人が、たくさんいます
 7. 好き嫌いせず、何でも食べる  7. 他の人が自分のためにしてくれたことに、感謝しています







原他（2014）は，以上の結果と GQ—6 や GRAT を参考に小学 4—6 年生の児童が対人場面

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 2 章 本研究の目的と方法 
 







含まれていない。さらに，GQ−6 は 1 因子構造のため感謝の抱きやすさの把握には適して
も感謝の効果や影響の多角的理解には不向きである。GRAT（Watkins et al., 2003）や










益と考えられる（Froh & Bono, 2014；Froh et al., 2007）。したがって，本研究では未だ
欧米でも尺度開発が進展していない“青年期の感謝”の測定に特化した尺度を開発する。
また本研究では近年の青年期の延長化と進路選択の多様化，成人期への移行過程の複雑化
（Coleman & Hendry, 1999 白井・若松・杉村・小林・柏尾訳 2003；下山，1998）など
を考慮し，18 歳以降で未だ職業アイデンティティが定まっていない対象も“青年期”に含
めることとした。 






いないことも多く（Watkins, 2013；Wood et al., 2010），特に児童期や青年期に関しては







知見の蓄積に向け，欧米人を対象とした Wood et al.（2009）とは異なる視点から自己の
発達と感謝の関連を検証することとした。 
 
第 2 節 方法 
 本研究では先述の 2 つの目的のために，第 3 章で日本人青年の感謝の多角的測定に適し
た“青年期用感謝尺度（Japanese Adolescent Appreciation Scale）”の開発を，第 4 章で
感謝と自己の成熟度との関連の検証を行う。第 3 章の研究 1 では，国内外で既に開発され
ている感謝尺度の比較検討から共通する課題を抽出し，それらを踏まえて青年期用感謝尺
度を試作する。研究 2 では，研究 1 で試作した青年期用感謝尺度の信頼性と妥当性を検証
し，より精度の高い尺度とするため研究 3 で因子的妥当性と再検査信頼性の検討を行う。
第 4 章の研究 4 では青年期の感謝と自己の発達の未熟さの指標である“自己愛的脆弱性”
との関連を，研究 5 では青年期の感謝と自己の成熟度の指標と考えられる“甘え”および
“精神的健康”との関連をそれぞれ検証し，第 5 章で本研究の総括を行う。なお，本研究










第 3 章 青年期用感謝尺度の開発 
 





と蔵永・樋口（2011a，2011b）による 3 尺度と邦訳版 GQ—6（3 種類）の計 4 つである。





なお，感謝の測定に特化した尺度ではないが，日本人の well-being の測定を目的に Kan 
et al.（2009）が作成した Minimalist Well-Being Scale の下位因子に“感謝”が含まれ
ている。Minimalist Well-Being Scale は，欧米文化を中心に進展している well-being に
日本の社会文化的要因とその影響を考慮して作成されており，欧米人とは異なる日本人の
感謝を考える上で有益な示唆を含むと考えられるため Table 3—1 に含めた。 
（1）海外で開発された感謝尺度 
① Gratitude Questionnaire−6（McCullough et al., 2002） 
GQ−6 は，感謝を抱く“頻度”とその“強度”，感謝する対象の“範囲”と“密度”の 4
側面を包括的に測定する目的で開発された 1 因子構造の尺度である。6 項目と少数ながら
Cronbach のα係数は.82 と十分な内的一貫性を示しており，基準関連妥当性や因子的妥当
性も検証されているため感謝研究での使用頻度がもっとも多く，研究の蓄積も豊富な尺度
である。東アジア圏では，台湾で中国語版 GQ−6（Chen, Chen, Kee, & Tsai, 2009）が，
日本でも Table 3−2 に示した翻訳の異なる 3 種類の邦訳版 GQ−6（相川他，2013；小林，
2013；白木・五十嵐，2014）が作成されており，今後も感謝の抱きやすさの測定に適した
簡便な尺度として世界各国における研究の蓄積が考えられる。しかし，中国語と日本語に





① McCullough et al.（2002） Gratitude Questionnaire–6 1 6 2 7件法 .82 ○ ○
② Watkins et al.（2003）
Gratitude Resentment and
Appreciation Test
3 44（16） 16（5） 5件法 .76–.90 ○ ○
③ Adler & Fagley（2005） Appreciation Scale 8 57（18） 2（0） 7件法 .62–.84 ○ ○ ○
④ Uhder et al.（2010） Gratitude toward God Scale 2 14 ― ― ― ○ ○
⑤ Shen et al.（2011）
Quality of Gratitude Questionnaire for
College Students
11 62 ― 5件法 .71-.93 ○ ○ ○
⑦ 蔵永・樋口（2011a） 感謝生起状況での感情体験尺度 2 22 0 5件法 .74–.96 ○
⑧ 蔵永・樋口（2011b） 感謝生起状況での状況評価尺度 3 11 0 5件法 .62–.93 ○
⑨ Kan et al.（2009）
受容的幸福感尺度（Minimalist Well-
Being Scale）




























ている（Chen et al., 2009；小林，2013：白木・五十嵐，2014）。本項目については，項
目内容が抽象的で回答しづらいとの理由から欧米の青年期を対象に用いる際にも除外が望








なお McCullough et al.（2002）は，GQ—6 とともに gratitude，thankful，appreciative 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の感覚”の 3 因子 44 項目から構成されている。Watkins et al.（2003）により内的一貫性
（α＝.76−.90）と妥当性が検証され，項目表現に若干の変更を加えた短縮版（同 3 因子
16 項目）（Thomas & Watkins, 2003）や中国語版 GRAT（Sun, Wang, & Han, 2010）も
開発されているが，GQ−6 と比べるとその研究数は少ない。GRAT の課題として，原版で
は因子負荷量が.30 を下回る値を示す項目や多重負荷が散見され，短縮版でも確証的因子





③ Appreciation Scale（Adler & Fagley, 2005） 




は想定された 8 つの成分には集約されず，因子的妥当性は十分とはいえない。また I−T 相
関係数値を基に作成された短縮版は，全成分を反映した項目構成ではない 1 因子構造（α
＝.91）のため，57 項目での測定によって明らかとなる感謝の包括的把握には適さない。
加えて本尺度は，Fagley & Adler（2012）と Fagley（2012）による報告のみで，GRAT
と同様に研究の蓄積は少ない点が課題として挙げられる。既存の感謝尺度のなかでは感謝
の包括的測定に適した因子構成であり，日本人を対象とする場合にも参考になると思われ
るが，GQ−6 や GRAT のように異文化圏での翻訳版の作成も報告されておらず，今後さら
に信頼性や妥当性の検証を行うとともに全体の項目数を絞り込んでいくなど，洗練化させ
る必要があると思われる。 
④ Gratitude toward God Scale（Uhder, Webber, & Watkins, 2010） 













⑤ Quality of Gratitude Questionnaire for College Students（Shen et al., 2011） 
中国人大学生の感謝を多角的視点から測定する目的で試作された尺度であり，既存の感




















ち”のポジティブ感情体験を表す 3 因子に，“負担をかけたことへのすまなさ”を加えた 4
因子 33 項目である。その後，池田（2011，2014）は“援助してくれることへのうれしさ”
“生み育ててくれたことへのありがたさ”“今の生活をしていられるのは親のおかげだと感
じる気持ち”“負担をかけたことへのすまなさ”の 4 因子 16 項目と，“自分が苦労してい





























































む“肯定的脱関与性”の 2 因子がそれぞれ得られ，日本人における Cronbach のα係数は
共に.80 以上と高い値が示されている（Kan et al., 2009）。“感謝”因子を構成する項目は，
生まれてきたことや今生きていることに感謝したり，現在の幸せが周りの人々のおかげで
あると考えるといった内容であり，先の Appreciation Scale に含まれる“享受”や“今−
この瞬間”と類似している。 
Kan et al.（2009）は，日本人の well-being の基盤には「一切が無（または空）である」
「無い方が常である」といった“無・空（nothingness）”の認識があると考察しており，
“在り難い”と喜びや満足感を表す感謝にも通じる指摘と考えられる。近年では本尺度と





際の課題として大きく 2 つが挙げられる。1 つ目は，青年期における感謝の包括的測定に
適した多因子構造の尺度開発の必要性が挙げられる。現在の感謝研究では GQ−6 の使用頻
度がもっとも多く，今後日本でも白木・五十嵐（2014）をはじめとした邦訳版 GQ−6 が活
用される可能性は高い。しかし，先述のように邦訳版 GQ−6 は 6 項目としての使用が適切
か否かについての結論は出されておらず，Table 3−2 に示した 3 尺度の翻訳内容も異なっ
ている。加えて，日常におけるさまざまな状況で体験される感謝とそれに伴う返礼行為，
および日本人特有の喜びと負債感とが混在した感情体験に関する心理学的知見を集積する





これらの感謝尺度を適用している（Froh et al., 2011）。しかし，GQ−6 の項目 6 のように




















の上で，日本文化特有の負債感や謝罪を含めた感謝を表す“負債感（ feeling of 
indebtedness）”を加え，暫定的に計 7 つの下位因子を定めた。下位因子を設定した後，
Appreciation Scale の他に，GQ−6（McCullough et al., 2002），GRAT（Watkins et al., 















外の 6 つの下位因子を測定する part 1（40 項目）と，これまでの人生で大切な人やものを
喪失した体験や辛く過酷に感じた逆境体験前後の自身の変化を訊ねる part 2（8 項目）の
2 部構成とした（Table 3−3）。part 1，part 2 ともに「1：まったくあてはまらない」から





 青年期用感謝尺度の part 1 では回収された 164 名すべての回答を，part 2 では未回答
者 1 名を除く 163 名（男性 78 名，女性 85 名）をそれぞれ分析対象とした。なお研究 1





 青年期用感謝尺度の全 48 項目の記述統計量（Table 3−4）を算出したところ，「38. 私は
家族に感謝している」で天井効果がみられた。しかし，本項目は感謝の測定において重要
な意味合いをもつため，全 48 項目を以降の分析に用いた。 
（2）part 1 の因子構造と内的一貫性 




性の観点から感謝の測定には不向きと思われた計 9 項目を除く 31 項目（累積寄与率：
52.59%）を採用した（Table 3−5，Table 3−6）。概ね想定した因子構造が得られたため，
各因子の項目内容を踏まえ第 1 因子を“享受”，第 2 因子を“実存”，第 3 因子を“負債感”，




























































































注） 点線より上までがpart 1，点線より下の喪失因子がpart 2である。









































1． 私が今、手にしているものに対し感謝している 4.33 1.19
2． 身近な自然やちょっとしたことでも楽しめる 4.52 0.94
3． 教育を受ける機会が持てることに感謝する 4.76 0.94
4． 家族には感謝とともに申し訳なさも感じている 4.60 1.14
5． 生まれてきたことに感謝する 4.91 1.04
6． ニュースや新聞で事故の報道があると、今私が無事でいることに感謝する 4.29 1.14
7． 今私が手にしているものは当然のことなので、感謝を感じる必要はない （R） 4.87 0.92
8． 友人と過ごす時間に感謝している 5.00 0.91
9． まわりの人たちのおかげで私は幸せである 5.04 0.89
10． 家族が私に何かしてくれるのは当たり前だと思う （R） 4.45 0.98
11． 友人からよくしてもらったときや世話になったときは、感謝すると同時に申し訳なさも感じる 4.13 1.02
12． 何かをもらったりお世話になったら、私が出来ることをして返す 4.66 0.80
13． 衣食住など生活を送る上で必要なものが満たされていることは幸運だと思う 5.18 0.81
14． 身のまわりの人やお世話になった人たちに、どれほど私が感謝しているかを伝えている 3.73 1.09
15． 今までの生活で一番辛かったときを思うと、今の私の状態はまだ幸運だと思う 4.57 1.06
16． 私はさまざまな人たちに感謝している 4.90 0.85
17． 私のために何かしてくれた人とは仲よくしたり、良好な関係を築こうとする 4.91 0.82
18． 私の人生は十分に恵まれていると思う 4.68 0.97
19． 私によくしてくれる人には感謝すると同時に申し訳なさも感じる 3.99 1.06
20． 私より不運な人をみると、私はまだ幸運で恵まれている方だと思う 3.98 1.05
21． お世話になった人が困っていたり、私を必要としているときには助ける 5.02 0.79
22． 今の生活や生きていることを楽しいと感じる 4.67 1.01
23． 私の人生には感謝することがたくさんある 5.02 0.84
24． 今私が持っているもので満足している 3.97 1.20
25． 元気に生活を送れることに感謝している 4.88 0.90
26． よくしてくれた人に感謝を伝えるときは、「ありがとう」よりも「すみません」や
「どうもすみません」、「すみませんでした」を多く使う
27． お世話になった人に、感謝の印としてプレゼントや贈り物をする 3.85 1.02
28． 感謝していることをすべて書き出すと、非常に長いリスト（一覧表）になる 4.00 1.15
29． 友人が私のために何かしてくれるのは当然である （R） 4.50 0.90
30． よくしてもらったときやお世話になったときは、何かお返しをしないと気がすまない 3.65 0.94
31． 今、この瞬間に満足している 3.84 1.17
32． 私の健康や家族、友人に対して心から感謝している 4.79 0.90
33． まわりをみても感謝することはあまりない （R） 5.04 0.87
34． 事故や自然災害などの不運な出来事からかろうじて逃れたとき、無事でよかったと感謝する 4.71 0.98
35． 今までに私がしてもらってありがたかったことは、まわりの人にもしている 4.35 0.78
36． 日々「ありがとう」や「どうもありがとう」、「ありがとうございます」と言っている 4.59 0.89
37． 身のまわりの人やお世話になった人たちには、感謝とともに申し訳なさも感じている 3.99 0.97
38． 私は家族に感謝している 5.16 0.90 △
39． 季節ごとに四季折々の変化や移ろいを敏感に感じる 4.27 1.12
40． 私はさまざまな人たちに感謝しているとともに、申し訳なさも感じている 3.84 1.03
1． まわりの人たちへの感謝の気持ちを持つようになった 4.69 1.01
2． 生命の大切さを実感するようになった 4.74 1.08
3． 今手にしているものや、既にあるものに感謝するようになった 4.64 0.84
4． 人々や身のまわりにあるものを、居て当たり前、あって当たり前だとは思わなくなった 4.63 0.99
5． 身近で親しい人たちを大事にするようになった 4.82 0.92
6． 日々の生活や時間を大切に過ごすようになった 4.56 0.95
7． 私が既に手にしているものの価値や良さを考え、十分に恵まれていると思うようになった 4.56 0.87









F1 F2 F3 F4 F5 F6
9． まわりの人たちのおかげで私は幸せである .98 -.06 .08 .12 -.26 -.15
8． 友人と過ごす時間に感謝している .88 -.21 -.02 .07 -.09 .11
16． 私はさまざまな人たちに感謝している .50 .14 -.06 .01 .11 .12
23． 私の人生には感謝することがたくさんある .47 .19 -.04 -.03 .19 .11
25． 元気に生活を送れることに感謝している .44 .20 -.06 .02 .05 .23
32． 私の健康や家族、友人に対して心から感謝している .44 .15 .05 .17 .00 .13
13． 衣食住など生活を送る上で必要なものが満たされていることは幸運だと思う .39 .01 .00 -.13 .19 .33
31． 今、この瞬間に満足している -.21 .90 .00 .06 -.18 .16
18． 私の人生は十分に恵まれていると思う .22 .79 -.01 -.08 .00 -.32
24． 今私が持っているもので満足している -.08 .58 .00 .30 -.20 -.02
1． 私が今、手にしているものに対し感謝している -.12 .52 .09 -.05 .19 .09
22． 今の生活や生きていることを楽しいと感じる .12 .50 -.06 .07 .06 .14
5． 生まれてきたことに感謝する .32 .47 -.02 -.11 -.07 .21
2． 身近な自然やちょっとしたことでも楽しめる -.05 .40 .04 -.06 .12 .07
40． 私はさまざまな人たちに感謝しているとともに、申し訳なさも感じている .02 -.03 .89 .08 .02 -.09
19． 私によくしてくれる人には感謝すると同時に申し訳なさも感じる -.03 .05 .87 .02 .04 -.04
37． 身のまわりの人やお世話になった人たちには、感謝とともに申し訳なさも感じている -.09 .04 .84 .10 .04 .01
11． 友人からよくしてもらったときや世話になったときは、感謝すると同時に申し訳なさも感じる .07 .01 .75 -.06 -.01 -.02
4． 家族には感謝とともに申し訳なさも感じている .23 -.03 .44 -.23 .03 .26
35． 今までに私がしてもらってありがたかったことは、まわりの人にもしている .14 -.08 .03 .79 -.15 .06
27． お世話になった人に、感謝の印としてプレゼントや贈り物をする -.02 .01 .10 .59 .03 .01
36． 日々「ありがとう」や「どうもありがとう」、「ありがとうございます」と言っている .10 -.04 -.16 .55 .30 .00
14． 身のまわりの人やお世話になった人たちに、どれほど私が感謝しているかを伝えている .00 .03 -.02 .50 .20 .15
28． 感謝していることをすべて書き出すと、非常に長いリスト（一覧表）になる .15 .12 .08 .42 .11 -.03
7． 今私が手にしているものは当然のことなので、感謝を感じる必要はない （R） -.08 .20 -.01 -.02 .82 -.26
10． 家族が私に何かしてくれるのは当たり前だと思う （R） -.22 -.13 .09 .15 .60 .09
33． まわりをみても感謝することはあまりない （R） .29 .12 .03 .08 .41 -.26
29． 友人が私のために何かしてくれるのは当然である （R） .11 -.26 .02 -.11 .40 .20
6． ニュースや新聞で事故の報道があると、今私が無事でいることに感謝する -.06 .07 -.02 .32 .04 .49
20． 私より不運な人をみると、私はまだ幸運で恵まれている方だと思う .08 -.04 -.07 .04 -.11 .49
15． 今までの生活で一番辛かったときを思うと、今の私の状態はまだ幸運だと思う .05 .23 .06 .07 -.08 .45
因子間相関　　　享受（F1） ―
実存（F2） .65 ―
負債感（F3） .26 .14 ―
返礼（F4） .44 .59 .18 ―
忘恩（F5） .61 .46 .30 .28 ―
比較（F6） .59 .44 .19 .27 .45 ―
























































（3）part 2 の因子構造と内的一貫性 
 part 2 でも主成分分析を行い，1 因子構造を確認した（累積寄与率：57.84%）。喪失体
験や逆境体験を経た後に，今在るものや既に得ているものの価値や恩恵を再認識して抱く
感謝を示す項目内容であることから，“喪失”と命名した（Table 3−7）。本因子の Cronbach
のα係数は.89 と高い値を示した。なお，本因子と part 1 で抽出した 6 因子との因子間相


















































受”は対人関係を中心に体験される感謝で，“実存”は Appreciation Scale（Adler & Fagley, 






























part 2 については負荷量と内的一貫性の観点から 2 項目（項目 3・4）を除外し，研究 2
で用いる青年期用感謝尺度（part 1 は 31 項目，part 2 は 6 項目）を作成した。 
 





化において重要な役割を担っている可能性が示唆されている（Algoe et al., 2008；




















 2012 年 7 月中旬から同年 8 月下旬にかけて，甲信越地方の A 大学（学部 1−4 年生と同
大学院 1・2 年生）と専門学校 2 校（1−3 年生）で，講義終了後の集合調査形式と個別配
布個別回収形式による無記名式の質問紙調査を実施し，合計 491 名から回答を得た。実施
に際しては両形式ともに研究 1 と同様の倫理的配慮を行った。 
（2）調査材料 





研究 1 で開発した青年期用感謝尺度（計 37 項目）を用いた。part 1 は「1：あてはまら
ない」から「5：非常にあてはまる」，part 2 は研究 1 と同様の教示を行い，「1：体験の前
後で変化はない」から「5：体験のあと明らかに変化し，常に…するようになった（…は
各項目内容に沿う単語を入れた）」の 5 件法でそれぞれ訊ねた。 





3 項目の計 12 項目を用いた。各項目の語尾を「～してくれる」とし，普段つき合いのある
友人からどの程度サポートを得ているかについて，「1：してくれない」から「5：非常に















項目）の 2 因子 12 項目の尺度を作成し，各項目について，「1：あてはまらない」から「5：
非常にあてはまる」の 5 件法で訊ねた。 
（3）分析対象 
 年齢の外れ値や，記入に不備のみられた回答を除く 446 名（有効回答率 90.8%；男性 206
名，女性 240 名）を分析対象とした。内訳は専門学校生 103 名，大学生 208 名，大学院生
135 名であり，平均年齢は 21.19 歳（SD＝2.20，range：18−27 歳）であった。なお青年
期用感謝尺度の part 2 では 29 名（6.5%）が未回答であったため，以降の“喪失”因子に




 part 1 の全項目に対する探索的因子分析（最尤法・Promax回転）の結果，固有値の減衰
状況と解釈可能性から研究 1 と同様の因子構造と判断し，最終的に各因子への負荷量が.35
未満であった「31．身近な自然やちょっとしたことでも楽しめる」を除く 6 因子構造（累
積寄与率は 49.44%）を採用した（Table 3−8）。part 2 も，主成分分析により 1 因子構造






恩”の 2 因子で有意傾向がみられたものの，有意差はみられなかった（Table 3—10）。Tukey
法を用いた多重比較では，大学生に比べて大学院生よりも“比較”が高い結果であり，“忘
恩”については 3 者間に有意差はみられなかった。 
46 
 
F1 F2 F3 F4 F5 F6
30． 周りの人たちに感謝とともに申し訳なさを感じている .90 .07 .04 .03 -.07 .10
16． 何かしてもらったら感謝とともに申し訳なく感じる .86 -.09 .21 .03 -.19 -.07
10． 友人から何かしてもらった時や世話になった時は、感謝と同時に申し訳なく感じる .75 .03 -.06 .19 -.10 -.02
2． さまざまな人たちに感謝とともに申し訳なさを感じている .67 .06 -.09 -.29 .34 .04
7． 家族には感謝とともに申し訳なさを感じている .62 -.16 -.16 .10 .21 .06
12． どれほど私が感謝しているかを周りの人たちに伝えている -.03 .66 .11 -.14 -.05 .06
28． 私がしてもらってありがたいことは、周りの人にもしている -.07 .64 -.03 .12 -.11 -.11
29． 日々「ありがとう」といった感謝の言葉を言っている -.02 .61 -.11 .15 .03 .02
22． 感謝の印としてプレゼントや贈り物をする .00 .52 .01 .01 .08 .16
23． 感謝していることをすべて書き出すと、たくさんある -.03 .48 .02 .08 .18 -.08
13． 人生で一番辛かった時のことを考えると、今はまだ幸せだと思う .00 .36 .09 .22 -.08 -.05
20． 今所持しているもので満足している .06 .01 .78 -.05 -.09 -.04
25． 今、この瞬間に満足している -.08 .07 .71 -.04 .11 .09
18． 今の生活や生きていることを楽しいと感じる -.10 -.10 .45 .24 .33 .08
19． 私の人生は感謝することに満ち溢れている .03 .28 .39 .02 .22 -.01
15． 私の人生は恵まれている .05 -.10 .36 .30 .22 -.10
5． ニュースや新聞で事故の報道があると、自分が無事でいることに感謝する .00 .12 -.23 .62 .12 .19
17． 私より不運な人のことを考えると、自分は恵まれている方だと思う .13 .06 .08 .60 -.26 -.01
21． 元気に生活を送れていることに感謝している .00 .06 .14 .57 .14 .00
11． 生活に必要な衣食住が満たされている私は恵まれている .10 -.03 .03 .50 .11 -.14
26． 自分の健康状態に感謝している -.08 .03 .23 .41 -.01 .07
1． 生活のなかで得ているものに感謝している .09 .01 .21 -.20 .68 -.02
4． 生まれてきたことに感謝している -.14 -.18 .08 .31 .67 .09
3． 友人と過ごす時間に感謝している .03 .14 -.12 .00 .64 -.01
8． 周りの人たちのおかげで幸せに暮らせていると思う .15 -.01 -.01 .23 .43 -.11
14． さまざまな人たちに感謝している .07 .33 -.02 .06 .38 -.16
24． 友人が私のために何かしてくれるのは当然のことである .03 .16 .11 .06 .07 .69
9． 家族が私に何かしてくれるのは当たり前のことだと思う .03 -.07 -.13 .08 .10 .60
6． 私が得ているものは当然のものなので、感謝する必要はない -.04 -.03 .04 -.01 -.14 .55
27． 周りを見ても、感謝することはほとんどない .12 -.01 .06 .00 -.30 .50
因子間相関　　負債感（F1） ―
返礼（F2） .28 ―
実存（F3） -.01 .48 ―
比較（F4） .13 .54 .63 ―
享受（F5） .16 .60 .50 .68 ―
忘恩（F6） -.19 -.25 -.09 -.31 -.38 ―
喪失（F7） .16 .51 .40 .43 .45 -.23
F4：比較 （α ＝.73）




















































Min Max M SD M SD M SD M SD
　負債感 1.00 5.00 3.39 0.91 3.49 0.85 3.33 0.94 3.40 0.92 1.07
　返礼 1.00 5.00 3.46 0.71 3.42 0.65 3.46 0.73 3.48 0.73 .17
　実存 1.00 5.00 3.52 0.85 3.39 0.80 3.58 0.89 3.54 0.81 1.67
　比較 1.20 5.00 3.78 0.72 3.78 0.67 3.85 0.70 ＞ 3.66 0.77 2.98 †
　享受 1.00 5.00 3.98 0.71 3.97 0.64 3.94 0.73 4.04 0.74 .95
　忘恩 1.00 4.75 1.77 0.62 1.74 0.53 1.84 0.68 1.69 0.58 2.68 †
　喪失 1.00 5.00 3.46 0.92 3.42 0.92 3.46 0.88 3.49 0.99 .18
F
† p < .10
Table 3-10
感謝因子の学校種ごとの得点結果





















 友人からの受領と提供サポートの両尺度は，主成分分析によりそれぞれ 1 因子構造（累











































































M SD M SD df
　負債感 3.47 0.94 ＞ 3.32 0.89 426.17 1.69 †
　返礼 3.35 0.72 ＜ 3.54 0.69 427.82 2.80 **
　実存 3.45 0.89 3.58 0.81 418.16 1.63
　比較 3.68 0.75 ＜ 3.86 0.69 420.26 2.69 **
　享受 3.90 0.76 ＜ 4.05 0.66 409.41 2.24 *
　忘恩 1.89 0.68 ＞ 1.66 0.54 391.98 3.93 ***
　喪失 3.29 0.93 ＜ 3.61 0.89 415.00 3.57 ***
Table 3-14
感謝因子の性別ごとの得点結果




8． 友人と気持ちが通じ合っていると感じる .97 -.13
7． 私のことを本当に理解してくれる人がいる .86 -.12
3． 私のことを支持してくれる人がいる .69 -.11
11． 友人といる時には、自分らしくいられる .61 .21
1． 友人とのつきあいはうまくいっていると感じる .55 .24
10． 周囲の人たちに受け入れられていると感じる .53 .09
12． 友人関係に満足している .52 .34
6． 友人関係は今のままでいいと思う .51 .25
5． 今の友人関係は、私が望んでいたものと違っている .08 - .84
4． 友人とのつきあいが、本当はつらいときがある .06 - .76
9． 友人関係は自分にはあわないと思う .02 - .71









































男性 .10 .04 .08 -.03 .05
女性 .01 .07 .04 -.07 .11 †
男性 .44 *** .48 *** .51 *** .40 *** -.18 **
女性 .41 *** .50 *** .49 *** .39 *** -.14 *
男性 .38 *** .35 *** .40 *** .54 *** -.29 ***
女性 .46 *** .31 *** .42 *** .58 *** -.40 ***
男性 .38 *** .38 *** .42 *** .38 *** -.25 ***
女性 .42 *** .32 *** .41 *** .44 *** -.29 ***
男性 .37 *** .38 *** .42 *** .51 *** -.36 ***
女性 .50 *** .47 *** .53 *** .56 *** -.34 ***
男性 -.06 -.09 -.08 -.15 * .28 ***
女性 -.12 † -.16 * -.15 * -.14 * .23 ***
男性 .25 *** .34 *** .32 *** .26 *** -.12






























研究 1 で開発した青年期用感謝尺度は，解釈可能で安定した因子構造（part 1 は 6 因子，




















化圏の well-being と異なり，仏教や儒教の影響を強く受けている日本人の well-being の











































究で得られた感謝の 7 因子構造の安定性を支持する結果であったとも考えられる。 
最後に研究 2 の課題として 2 点を挙げる。1 点目は，因子構造と信頼性に関する安定性




6 項目のうち他の 5 項目と比べて因子負荷量が.35 と著しく低かった「13．人生で一番辛
かったときのことを考えると，今はまだ幸せだと思う」の内容的妥当性である。項目 13





ら項目 13 の最終的な除外の有無を判断する。 
53 
 
第 3 節 青年期用感謝尺度の因子的妥当性と再検査信頼性の検証（研究 3） 
1 目的 
研究 3 では研究 2 で残された課題の再検討を目的に，青年期用感謝尺度の因子的妥当性
と再検査信頼性を検証した。研究 1 や研究 2 とは異なる対象で青年期用感謝尺度の part 1
の 6 因子構造（30 項目），part 2 の 1 因子構造（6 項目）の再現性について確証的因子分
析で検証し，因子的妥当性を確認する。その際，part 1 の確証的因子分析において「13．
人生で一番辛かったときのことを考えると，今はまだ幸せだと思う」を“返礼”に含む場






 2014 年 6 月下旬から同年 7 月下旬にかけて，甲信越地方の A 大学（学部 2・3 年生）と
専門学校 3 校（1−3 年生）で，講義終了後の集合調査形式による無記名式の質問紙調査を
実施し，合計 670 名から回答を得た。なお，研究 3 と研究 5 は同一の対象に実施されたも
のであり，両研究の実施に際しては上越教育大学研究倫理審査委員会（受付番号：1）の
承認を得た上で，研究 1 と研究 2 と同様の倫理的配慮を行った。 
（2）調査材料 
 質問紙は，性別と年齢および学年についての項目を記載したフェイスシートと青年期用
感謝尺度（36 項目 5 件法）の他に，研究 5 で用いる“甘え尺度”と“Depression−Happiness 
Scale 邦訳版”の計 3 尺度で構成した。尺度の提示順序を入れ替えた 5 パターンの質問紙
を作成し，調査対象者ごとにカウンター・バランスをとった。なお，同時測定した青年期
用感謝尺度以外の 2 尺度の詳細については研究 5 で述べる。 
（3）再検査 
 670 名のうち，調査協力の得られた専門学校 2 校に通う 1・2 年生 105 名を対象に青年
期用感謝尺度の再検査を行った。第 1 回の調査を 2014 年 6 月下旬に行い，4 週間のイン
ターバルを空けて第 2 回の調査を 2014 年 7 月下旬に実施した。なお再検査で用いた青年
期用感謝尺度については，項目配置を改めてランダマイズするとともに，part 1 と part 2




 年齢の外れ値や，記入に不備のみられた回答を除く 597 名（有効回答率 89.10%；男性
224 名，女性 373 名）を分析対象とした。平均年齢は 19.81 歳（SD＝1.79，range：18−27
歳）であった。ただし，青年期用感謝尺度の part 2 では 23 名（3.9%）が未回答であった
ため，“喪失”因子に関する分析対象は 574 名（男性 212 名，女性 362 名）とした。再検




 part 1 の全 30 項目について，研究 2 で得た 6 因子構造（因子間相関を想定；計 30 項目）
を仮定した確証的因子分析（最尤法）を行ったところ，GFI＝.89，AGFI＝.86，CFI＝.91，
TLI＝.89，RMSEA（90%CI=.05，.06）＝.06，AIC＝1330.80 と，概ね許容しうる適合度
を示した。次に，研究 2 では項目 13 であった「30．人生で一番辛かったときのことを考




項目 30 を除いた計 29 項目による 6 因子構造（Table 3—16）を採用した。 















の 6 因子構造については，研究 2 で内容的妥当性や“返礼”への因子負荷量の観点から再
検討を要した項目 30 を除く因子構造（29 項目）の方が良好な適合度を示したため，本尺
度からの除外が適当と判断した。先述したように，項目 30 は意図的な下方比較という意
味合いが強く，感謝の測定には適さない項目と思われることから，今後，青年期用感謝尺
度は 7 因子 35 項目の尺度として用いることが望ましいと思われる。 
各因子の信頼性については内的一貫性と再検査信頼性の 2 側面から検討し，“忘恩”を






第 4 節 本章のまとめ 
























































実存（F3） -.02 .58 ―
比較（F4） .09 .48 .66 ―
享受（F5） .09 .67 .73 .68 ―
忘恩（F6） -.01 -.08 -.07 -.05 -.17 ―

































































　負債感 .88 .91 .60
　返礼 .76 .81 .72
　実存 .78 .85 .77
　比較 .73 .83 .75
　享受 .81 .85 .83
　忘恩 .62 .72 .45







第 4 章 青年期の感謝と自己の発達および精神的健康との関連 
 























 研究 2 と同様の 446 名（有効回答率 90.8%；男性 206 名，女性 240 名）を分析対象と
した。平均年齢は 21.19 歳（SD＝2.20，range：18−27 歳）であり，“喪失”因子に関する
分析対象のみ 417 名（男性 193 名，女性 224 名）であった。 
（2）調査材料 
 研究 2 で用いた質問紙のうち，次ページの 2 尺度を分析に用いた。 
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Min Max M SD M SD M SD df
　自己顕示抑制 1.00 5.00 3.23 .89 3.20 .92 3.26 .88 427.07 .62
　自己緩和不全 1.00 5.00 3.11 .92 2.89 .91 ＜ 3.30 .88 429.74 4.87 ***
　潜在的特権意識 1.00 5.00 2.74 .81 2.81 .89 ＞ 2.67 .73 397.23 1.83 †
　承認・賞賛過敏性 1.00 5.00 3.18 .90 3.10 .94 ＜ 3.25 .86 419.06 1.68 †




範囲 全体 男性 女性
① 青年期用感謝尺度 
研究 3 で「30．人生で一番辛かったときのことを考えると，今はまだ幸せだと思う」を
除く 7 因子 35 項目の尺度としての使用が妥当と判断されたため，以降の研究 4 と研究 5





























　自己顕示抑制 .00 -.07 .03 -.08 .04 .02 -.02 -.05 -.01 .06 .29 *** .22 * -.11 .02
　自己緩和不全 .24 ** .12 .16 † .19 * .39 *** .18 * .20 * .13 .18 † .25 ** .04 -.23 ** -.04 -.17 *
　潜在的特権意識 -.20 * -.13 -.16 † -.11 -.08 -.13 -.15 -.14 .13 -.04 -.35 *** -.16 † .26 ** .31 ***
　承認・賞賛過敏性 -.23 * -.09 -.18 † -.06 -.25 * .05 -.04 .01 -.17 -.20 † .22 * .31 ** -.05 -.08
r


















 自己愛的脆弱性の 4 因子を独立変数，感謝の各因子を従属変数とした重回帰分析（強制





















































































なる順列組合せの構成となっているが，それ故に全てを用いると計 1, 320 項目と膨大な項
目数となり，2 種類の甘えを考慮した構成でもない（淡野・前田，2006）。このため淡野・
前田（2006）は，藤原・黒川（1981）の甘え尺度をより簡便かつ 2 種類の甘えを測定でき






















り（i.e., Joseph & Lewis, 1998；Joseph, Linley, Harwood, Lewis, & McCollam, 2004），
日本でも仲由・古川（2004），土田（2014），罇（2015）が原版の DHS を翻訳して用い，
一定の信頼性と妥当性が得られている。 










 研究 3 と同様の大学生と専門学校生の計 597 名（有効回答率 89.10%；男性 224 名，女
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性 373 名）を分析対象とした。平均年齢は 19.81 歳（SD＝1.79，range：18−27 歳）であ
り，“喪失”因子に関する分析対象のみ 574 名（男性 212 名，女性 362 名）であった。 
（2）調査材料 
 質問紙は以下の 3つの尺度で構成し，調査対象者ごとにカウンタ ・ーバランスをとった。 
① 青年期用感謝尺度 
研究 4 と同様に「30．人生で一番辛かったときのことを考えると，今はまだ幸せだと思
う」を除く 7 因子 35 項目の尺度として使用した。 
② 甘え尺度 
淡野・前田（2006）の尺度を用いた。本尺度は土居（2001）による“健康な甘え”と“屈







て，「1：まったくあてはまらない」から「6：とてもよくあてはまる」の 6 件法で訊ねた。 
③ Depression−Happiness Scale 邦訳版 
土田（2014）による DHS 邦訳版を，翻訳を再検討した上で 2 項目を修正して用いた。
修正した 2 項目は「7．人生に満足感を感じる瞬間があった（I felt satisfied with my life.）」








 甘え尺度は淡野・前田（2006）の 2 因子構造（Table 4—3）が，また“甘え行動”は主




9． わがままを聞いてもらえないとふてくされる .76 -.03
5． 人にやさしくしてもらえないとすねる .73 .08
11． 自分の意見や要望が通らないと相手をうらんでしまう .70 -.08
4． 何かで大変なときに人が助けてくれないと愚痴（ぐち）をこぼす .69 -.03
8． 自分だけ怒られたときはひがみたくなる .57 .06
1． 困ったときに誰も頼りにできないとやけになる .52 .11
7． 落ち込んでいるときは元気づけてほしい -.05 .87
10． 悲しいことがあったときは人になぐさめてもらいたい .03 .81
6． 悩みごとがあるときは誰かに相談したい -.04 .78
2． 不安なことがあるときは人を頼りにしたい .05 .68

















































1． 悲しく感じた （R） 2.81 1.21
2． 生きている価値がないと思った （R） 1.78 1.10 ▼
3． 生活が充実していると感じた 3.57 1.08
4． 幸せだと感じた 3.71 1.08
5． 決断できにくさを感じた （R） 2.92 1.19
6． 自分自身に失望した （R） 2.70 1.25
7． 頭がさえていると思った 2.34 1.01
8． 人として劣っていると思った （R） 2.71 1.18
9． 物事がうまくいっていると感じた 2.68 1.04
10． 健康的だと思った 3.21 1.29
11． 泣きたくなった （R） 2.78 1.42
12． 人生に不満足感を抱いた （R） 2.57 1.31
13． 活力を感じた 2.90 1.06
14． 容易に決断できた 2.72 0.98
15． 疲れすぎて何もする気が起きなかった （R） 3.43 1.21
16． ありのままの自分でいいと思った 3.30 1.14
17． 何もやる気がなくなった （R） 3.02 1.26
18． 人生はつまらないと思った （R） 2.13 1.17 ▼
19． 落ち込んだ （R） 2.97 1.34
20． 人生には目的があると思った 3.03 1.20
21． 力尽きたように感じた （R） 2.48 1.22
22． 自分には魅力がないと感じた （R） 2.90 1.22
23． 将来は明るいと感じた 2.65 1.05
24． 人生を有意義に感じた 2.94 1.12
25． 人生は楽しいと思った 3.39 1.11
注1） Rは逆転項目を，▼は床効果がみられた項目をそれぞれ示す。





































19． 落ち込んだ （R） .84 .06
11． 泣きたくなった （R） .80 .17
1． 悲しく感じた （R） .73 .07
6． 自分自身に失望した （R） .71 .00
8． 人として劣っていると思った （R） .69 .04
12． 人生に不満足感を抱いた （R） .66 -.08
2． 生きている価値がないと思った （R） .65 -.10
21． 力尽きたように感じた （R） .64 -.06
17． 何もやる気がなくなった （R） .59 -.12
22． 自分には魅力がないと感じた （R） .58 -.08
5． 決断できにくさを感じた （R） .55 .21
18． 人生はつまらないと思った （R） .53 -.29
15． 疲れすぎて何もする気が起きなかった （R） .50 -.02
24． 人生を有意義に感じた .08 .88
25． 人生は楽しいと思った .00 .82
4． 幸せだと感じた .01 .69
3． 生活が充実していると感じた -.04 .68
13． 活力を感じた -.05 .67
23． 将来は明るいと感じた -.03 .66
20． 人生には目的があると思った .25 .60
9． 物事がうまくいっていると感じた -.15 .58
10． 健康的だと思った .00 .49
16． ありのままの自分でいいと思った -.03 .47








Min Max M SD M SD M SD df
　実存 1.00 5.00 3.49 0.76 3.38 0.79 ＜ 3.56 0.73 505.68 2.83 **
　享受 1.40 5.00 3.99 0.67 3.86 0.75 ＜ 4.07 0.61 461.06 3.66 ***
　返礼 1.00 5.00 3.49 0.71 3.27 0.73 ＜ 3.63 0.65 494.59 6.27 ***
　比較 1.00 5.00 3.81 0.73 3.69 0.78 ＜ 3.89 0.68 483.77 3.35 ***
　喪失 1.00 5.00 3.36 0.95 3.13 1.04 ＜ 3.50 0.85 438.98 4.57 ***
　負債感 1.00 5.00 3.21 0.88 3.18 0.91 3.23 0.86 516.78 0.58
　忘恩 1.00 4.00 1.83 0.56 1.95 0.64 ＞ 1.75 0.48 431.78 4.05 ***






































Min Max M SD M SD M SD df
　実存 1.00 5.00 3.49 0.76 3.38 0.79 ＜ 3.56 0.73 505.68 2.83 **
　享受 1.40 5.00 3.99 0.67 3.86 0.75 ＜ 4.07 0.61 461.06 3.66 ***
　返礼 1.00 5.00 3.49 0.71 3.27 0.73 ＜ 3.63 0.65 494.59 6.27 ***
　比較 1.00 5.00 3.81 0.73 3.69 0.78 ＜ 3.89 0.68 483.77 3.35 ***
　喪失 1.00 5.00 3.36 0.95 3.13 1.04 ＜ 3.50 0.85 438.98 4.57 ***
　負債感 1.00 5.00 3.21 0.88 3.18 0.91 3.23 0.86 516.78 0.58
　忘恩 1.00 4.00 1.83 0.56 1.95 0.64 ＞ 1.75 0.48 431.78 4.05 ***




範囲 全体 男性 女性
感謝因子
感謝因子
男性 .27 *** -.05 .67 *** -.44 ***
女性 .19 *** -.16 ** .68 *** -.40 ***
男性 .31 *** -.05 .54 *** -.33 ***
女性 .33 *** -.18 *** .59 *** -.20 ***
男性 .29 *** .13 * .47 *** -.20 **
女性 .29 *** -.11 * .47 *** -.06
男性 .38 *** .14 * .41 *** -.18 **
女性 .24 *** -.08 .54 *** -.17 ***
男性 .28 *** .14 * .21 ** .02
女性 .21 *** -.10 .28 ** -.06
男性 .06 .12 -.23 *** .32 ***
女性 -.11 * .04 -.14 ** .37 ***
男性 .11 .44 *** -.06 .23 **
女性 .05 .28 *** -.01 -.06


















































これらは，欧米人を対象に感謝と心理的 well-being を検証した Wood et al.（2009）の研






































第 2 節 本章のまとめ 
研究 4 と研究 5 を通じて，感謝が自己の発達や成熟度と正の関連にあることや，感謝の
ポジティブな感情体験や表出が，欧米の感謝研究と同様に主観的幸福感を高め逆に抑うつ
傾向を抑制する可能性があることなどが明らかにされた。これまで感謝と自己の発達の関

















第 5 章 総合的考察 
 
第 1 節 本研究の成果と総括 
1 青年期用感謝尺度の信頼性と妥当性 
 第 3 章で日本人青年が日常的に抱く感謝について，認知，感情，表出の 3 側面を含む包






































Hendry, 1999 白井他訳 2003）に伴い年齢の上限についての明確化は困難であるが，大学
生，大学院生，専門学校生間で各感謝因子に有意な尺度得点差がみられなかったことから，












































































































 研究 1 の質問紙調査から約 1 ヵ月後に発生した東日本大震災（2011 年 3 月 11 日）が，








































用した PPT に含まれるセッションの重要なワークの 1 つに，自らの強みやポジティブな






 2 つ目は，感謝研究の応用や実践に向けた研究発展への寄与の可能性である。PPT のワ
ークに含まれている“3 つの良いこと日記”と“感謝の訪問”は，それぞれ Emmons & 
McCullough（2003）と Seligman et al.（2005）が行った感謝に関する実験研究の結果を













第 2 節 本研究の課題と展望 
1 本研究の課題 











ズムを解明するためには Emmons & McCullough（2003）や Seligman et al.（2005），相
川他（2013）が行ったような実験研究を蓄積する必要がある。 
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